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第 1 問

第 2 問

第 3 問

問１

〔①〕問題文の　　　　 ～　　　　 の中に適切な語句を記入しなさい。

〔②〕資料 1. に基づき、各操業水準の月間機械稼働時間を求めなさい。

理論的生産能力… 時間　　　　　　　　実際的生産能力… 時間

平 均 操 業 度… 時間　　　　　　　　期待実際操業度… 時間

材　　　　　料

（ ）（ ）

現　　　　　金

（ ）（ ）

仕掛品勘定へ

製造間接費勘定へ

月 初 棚 卸 高 （ ） 直 接 材 料 費 （ ）

当月実際購入額 間 接 材 料 費

購 入 代 価 （ ） Ａ 材 料 費 （ ）

引 取 運 賃 （ ） Ｂ 材 料 費 （ ）

買 入 手 数 料 （ ） （ ）

（ ） 月末実地棚卸高 （ ）

（ ） （ ）

解
答
用
紙

2

費目別計算のまとめ
1

（Ａ） （Ｂ） （Ｃ）

（Ｄ） （Ｅ） （Ｆ）

（単位：円）

（単位：円）

賃　金　給　料

当 月 支 給 総 額 前 月 末 未 払 額 （ ）

基 本 賃 金 （ ） 直　　接　　工

加 給 金 （ ） 直 接 労 務 費 （ ）

諸 手 当 （ ） 間 接 労 務 費 （ ）

当 月 末 未 払 額 （ ） （ ）

間接工および事務職員

間 接 労 務 費 （ ）

（ ） （ ）

解答用紙 別冊 P.00 解答・解説 P.000標準解答時間 45分 問題 P.2 解答・解説 P.108

（Ａ） （Ｆ）
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価
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総
合
原
価
計
算

標
準
原
価
計
算

〔③〕佐藤が推薦した基準操業度および予算を採用した場合の製造間接費勘定（単位：円）を作成しなさい。

〔④〕上記③の基準操業度を（Ａ）とした場合の製造間接費勘定（単位：円）を作成しなさい。

〔⑤〕上記③の予算を（Ｅ）とした場合の製造間接費勘定（単位：円）を作成しなさい。

問 2 

3

製　造　間　接　費

実 際 発 生 額 （ ） 正 常 配 賦 額 （ ）

予　算　差　異 （ ）

操 業 度 差 異 （ ）

製　造　間　接　費

実 際 発 生 額 （ ） 正 常 配 賦 額 （ ）

予　算　差　異 （ ）

操 業 度 差 異 （ ）

製　造　間　接　費

実 際 発 生 額 （ ） 正 常 配 賦 額 （ ）

予　算　差　異 （ ）

操 業 度 差 異 （ ）

製　造　間　接　費

実 際 発 生 額 （ ） 正 常 配 賦 額 （ ）

予　算　差　異 （ ） 操 業 度 差 異 （ ）

（単位：円）
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問１　原価計算表の作成（単位：円）

注：不要な箇所には「―」を記入すること。

問２　仕掛品勘定の記入（単位：円）

問３　製造間接費実際発生額の内訳

間 接 材 料 費 円

間 接 労 務 費 円

間 　 接 　 経 　 費 円

問４ 各種原価差異の計算

材料消費価格差異 円

賃 　 率 　 差 　 異 円

予 　 算 　 差 　 異 円

操 業 度 差 異 円

注：上記解答欄の〔 〕内には、借方差異であれば借方、貸方差異であれば貸方と記入すること。

〔 借　方 〕

〔 借　方 〕

〔 借　方 〕

〔 借　方 〕

前　月　繰　越 3,100,500 ） 製　　　　　品 （ ）

材　　　　　料 （ ） 仕　損　損　失 （ ）

賃　金　給　料 （ ） （ ）

買　　掛　　金 （ ） （ ）

製 造 間 接 費 （ ） 次 月 繰 越 （ ）

（ ）

（ ） （ ）

個別原価計算

摘  　   要�

月初仕掛品原価�

当 月 製 造 費 用

　直 接 材 料 費 �

　直 接 労 務 費 �

　直 接 経 費 �

　製 造 間 接 費 �

小　　 　計�

仕 損 品 評 価 額 �

仕　　損　　費�

製　造　原　価�

備　　 　考�

3,100,500�

�

200,000�

440,000�

120,000�

520,000�

4,380,500�

―      �

―      �

4,380,500�

完成・販売�

―      �

�

940,000�

1,100,000�

126,000�

1,300,000�

3,466,000�

―      �

306,500�

3,772,500�

完成・販売�

―      �

�

962,000�

1,760,000�

126,500�

2,080,000�

4,928,500�

△82,000�

△4,846,500�

0�

非原価項目�

―      �

�

784,000�

220,000�

　―      �

260,000�

1,264,000�

―      �

―      �

1,264,000�

仕　掛　中�

―      �

�

104,000�

88,000�

10,500�

104,000�

306,500�

―      �

△306,500�

0�

＃201へ賦課�

―      �

�

990,000�

1,782,000�

126,500�

2,106,000�

5,004,500�

―      �

―      �

5,004,500�

完　　　成�

＃101 ＃201 ＃202 ＃203 ＃201- 1 ＃202- 1

（ ）

仕　　　　掛　　　　品

（ ）
（ ）

標準解答時間 45分 問題 P.4 解答・解説 P.113
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第 1 問

問１　直接配賦法により補助部門費を配賦する場合

部門別正常配賦率　　　切削部 千円

組立部 千円

製造指図書別正常配賦額　　　　　 №１　　　　　　　　 №２　　　

切　　削　　部　　　　　 8,360 千円　　　　　　10,450千円

組　　立　　部　　　　　 8,460 千円　　　　　　 4,230千円

正常配賦額合計　　　　 16,820 千円　　　　　 14,680千円

問２　簡便法としての相互配賦法により補助部門費を配賦する場合

部門別正常配賦率　　　切削部 千円

組立部 千円

製造指図書別正常配賦額　　　　 №１　　　　　　　　№２　　　

切　　削　　部　　　　　8,341.6千円　　　　　10,427.0千円

組　　立　　部　　　　　8,487.6千円　　　　　 4,243.8千円

正常配賦額合計　　　 16,829.2千円　　　　 14,670.8千円

＠

＠

＠

＠

部門別個別原価計算Ⅰ

（単位：千円） 

�

 費             目 �

 �

部 門 費 合 計 �

動 力 部 費 �

材料倉庫部費

製 造 部 門 費 �

切　削　部� 組　立　部� 材料倉庫部� 動　力　部�

固定費�変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�

合　　計�

製 造 部 門 � 補 助 部 門 �

直 接 配 賦 法�
製造間接費予算部門別配賦表�

（単位：千円） 

�

 費             目 �

 �

部 門 費 合 計 �

第 １ 次 配 賦 �

動 力 部 費 �

材料倉庫部費�

第 ２ 次 配 賦 �

動 力 部 費 �

材料倉庫部費�

製 造 部 門 費 �

切　削　部� 組　立　部� 材料倉庫部� 動　力　部�

固定費�

� � � �

変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�

�

合　　計�

製 造 部 門 � 補 助 部 門 �

簡便法としての相互配賦法�
製造間接費予算部門別配賦表�

標準解答時間 45分 問題 P.6 解答・解説 P.117
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（単位：千円） 

�

 費             目 �

 �

部 門 費 合 計 �

動 力 部 費 �

材料倉庫部費

製 造 部 門 費 �

切　削　部� 組　立　部� 材料倉庫部� 動　力　部�

固定費�変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�

合　　計�

製 造 部 門 � 補 助 部 門 �

連立方程式法の相互配賦法�
製造間接費予算部門別配賦表�

問３　階梯式配賦法により補助部門費を配賦する場合

部門別正常配賦率　　　切削部 千円

組立部 千円

製造指図書別正常配賦額　　　　　 №１　　　　　　　　№２　　　

切　　削　　部　　　　　 8,332 千円　　　　　 10,415千円

組　　立　　部　　　　　 8,502 千円　　　　　 4,251千円

正常配賦額合計　　　　 16,834 千円　　　　　 14,666千円

第 2 問

連立方程式法の相互配賦法により補助部門費を配賦する場合

※金額がマイナスの場合は「△」と付すこと。

部門別正常配賦率　　　切削部 千円

組立部 千円

製造指図書別正常配賦額　　　　 №１　　　　　　 №２　　　

切　　削　　部　　　　　 8,320千円　　　　　 10,400千円

組　　立　　部　　　　　 8,400千円　　　　　 4,200千円

正常配賦額合計　　　　 16,720千円　　　　 14,600千円

＠ 21.0 

＠ 20.8  

＠

＠

（単位：千円） 

�

 費             目 �

 �

部 門 費 合 計 �

動 力 部 費 �

材料倉庫部費

製 造 部 門 費 �

�

切　削　部� 組　立　部� （材料倉庫部）�（動　力　部）�

固定費�変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�固定費�変動費�

合　　計�

製 造 部 門 � 補 助 部 門 �

階梯式配賦法�
製造間接費予算部門別配賦表�

（�

（�

）�

）�

（注）（　　　）には補助部門の配賦順位を考慮し、適切な名称を記入しなさい。�
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部門別個別原価計算 Ⅱ

標準解答時間 30分 問題 P.8 解答・解説 P.123

問１

（1）10月の動力部費１kWhあたりの実際配賦率　 円/kWh

（2）切削部に対する実際配賦額　 円

問２

問３

ａ ｂ ｃ

ｄ ｅ

問４

(2) （注）予算差異、能率差異勘定は、借方、貸方のどちらか一方に記入し、不要な 内には

───を記入すること。

動　　力　　部

変動費実際発生額 切削部への配賦額

固定費実際発生額 組立部への配賦額

動　　力　　部

変動費実際発生額 切削部への配賦額

固定費実際発生額 組立部への配賦額

12,495,00012,495,000

5,927,000

6,568,000

動　　力　　部

変動費実際発生額 切削部への配賦額

固定費実際発生額 組立部への配賦額

12,495,00012,495,000

総　　差　　異

5,927,000

6,568,000

予 算 差 異 能 率 差 異

4
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（ａ）＝ （ b）＝ （ｃ）＝ （ｄ）＝

勘定連絡（単位：千円）

（注）Ｆ ………固定費　　Ｖ………変動費　 （自）………自部門第１次集計費

（正）………製造部門別正常配賦額　　　　（工）………工場事務部よりの配賦額

（材）………材料倉庫部よりの配賦額　　　（動）………動力部よりの配賦額

〔 〕内には適切な文字を、（ ）内には適切な金額を記入しなさい。

部門別個別原価計算Ⅲ

（自）Ｖ （ 4,265）（正） （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265） 予　算　差　異 （ 4,265）

（工）Ｆ （ 4,265） 操 業 度 差 異 （ 4,265）

（材）Ｖ （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265）

（動）Ｖ （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265）

（ 4,265） （ 4,265）

切　　　削　　　部

（自）Ｖ （ 4,265）（正） （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265） 予　算　差　異 （ 4,265）

（工）Ｆ （ 4,265） 操 業 度 差 異 （ 4,265）

（材）Ｖ （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265）

（動）Ｖ （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265）

（ 4,265） （ 4,265）

組　　　立　　　部

（自）Ｖ （ 4,265）Ｖ　切削部への配賦額 （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265）Ｖ 組立部への配賦額 （ 4,265）

（工）Ｆ （ 4,265）Ｆ　切削部への配賦額 （ 4,265）

（材）Ｖ （ 4,265）Ｖ 組立部への配賦額 （ 4,265）

（自）Ｆ （ 4,265）〔 予 算 〕 差 異 （ 4,265）

（ 4,265） （ 4,265）

動　　　力　　　部

標準解答時間 30分 問題 P.9 解答・解説 P.126

5
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合
原
価
計
算

標
準
原
価
計
算

予算・実績比較表

実際作業時間における予算額

費　　　目　固　　定　　費　変　　動　　費　合　　　　　計　実　　　　　績　差　　　　　異

補助材料費 円 円 円 円 （ ） 04,300円

間接工賃金 円 円 円 円 （ ） 01,700円

間 接 経 費 円 円 円 円 （ ） 36,000円

部門費合計 円 円 円 円 （ ） 30,000円

動 力 部 費 円 円 円 円 （ ） 06,200円

製造部費 円 円 円 円 （ ） 23,800円

（注）（ ）には、借方差異の場合は「－」、貸方差異の場合は「＋」と記入しなさい。

部門別個別原価計算Ⅴ

標準解答時間 20分 問題 P.11 解答・解説 P.132

部門別個別原価計算Ⅳ

（1）相互に配賦し終えた最終の補助部門費

材料部変動費　 千円　　　　材料部固定費　 千円

動力部変動費　 千円　　　　動力部固定費　 千円

（2）実際部門費配賦表（単位：千円）

（注）Ｆは固定費、Ｖは変動費を意味する。なお、金額がマイナスの場合は「－」を付すこと。

�

費 目 �

�

部門費合計�

動 力 部 Ｆ �

Ｖ �

材 料 部 Ｆ �

材 料 部 Ｖ �

製造部門費�

合　計�

Ｆ�

加　工　部�

製　造　部　門� 補　助　部　門�

Ｖ� Ｆ�

組　立　部�

Ｖ� Ｆ�

材　料　部�

Ｖ� Ｆ�

動　力　部�

Ｖ�

標準解答時間 30分 問題 P.10 解答・解説 P.130

6
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（1）予算実績比較表（単位：円）

実 際 操 業 度 に お け る 予 算 許 容 額

（注）（ ）内には、「借」又は「貸」を記入しなさい。なお、不要な解答欄には「―」を記入しなさい。

（2）差異分析

①　総　差　異

②　予 算 差 異　　　　　　　　　　　

（ｲ）切削部門固有の差異　　　　　　

（ﾛ）補助部門費配賦額から生じた差異

③　操業度差異　　　　　　　　　　　

（注）（ ）内には、「借」又は「貸」を記入しなさい。

円（ ）

円（ ）

円（ ）

円（ ）

円（ ）

費　　　　　目　

補 助 材 料 費

工 場 消 耗 品 費

間 接 工 賃 金

給 料

福 利 施 設 負 担 額

減 価 償 却 費

保 険 料

修 繕 料

旅 費 交 通 費

事 務 用 消 耗 品 費

計：第１次集計額

補助部門費配賦額

工場事務部門費

動 力 部 門 費

材料倉庫部門費

補助部門費配賦額計

合　　　計　　

部門別個別原価計算Ⅵ

固　定　費 変　動　費 合　　　計

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

実　　　績 差　　　異

標準解答時間 30分 問題 P.12 解答・解説 P.133

8
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問 1

（注）不要な解答欄には「―」を記入しなさい。

問 2 各部門の関係勘定（単位：円）

動　力　部　費

自　部　門　費 （ ） 切削部への配賦額（ ）

総　　差　　異 （ ） 組立部への配賦額（ ）

（ ） （ ）

動力部予算差異

（ ）（ ）

部門別個別原価計算Ⅶ

組立部操業度差異

（ 142,000） （ ――― ）

組立部予算差異

（ 027,000） （ ――― ）

切削部操業度差異

（ 164,800） （ ――― ）

切削部予算差異

（ ――― ）（ 023,800）

自　部　門　費 （ ） 正 常 配 賦 額（ ）

動力部固定費 （ ） 総　　差　　異（ ）

動力部変動費 （ ）

（ ） （ ）

切　削　部　費

自　部　門　費 （ ） 正 常 配 賦 額（ ）

動力部固定費 （ ） 総　　差　　異（ ）

動力部変動費 （ ）

（ ） （ ）

組　立　部　費

標準解答時間 30分 問題 P.13 解答・解説 P.138

指図書別原価計算表

No.101 No.102 No.103 合　　　計

直 接 材 料 費 円 円 円 円

直 接 労 務 費

切　削　部 円 円 円 円

組　立　部 円 円 円 円

製 造 間 接 費

切　削　部 円 円 円 円

組　立　部 円 円 円 円

円 円 円 円

9

（注）不要な（ ）内には「―」を記入しなさい。
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解答にあたってはすべて（単位：円）で記入すること。

部門別個別原価計算Ⅷ

材　　　　　　　料

月　初　有　高 （ ） 直 接 材 料 費 （ ）

当 月 仕 入 高 （ ） 間 接 材 料 費 （ ）

価　格　差　異 （ ）

月　末　有　高 （ ）

（ ） （ ）

賃 金 給 料

当 月 支 給 額 （ ） 月 初 未 払 額 （ ）

月 末 未 払 額 （ ） 直 接 労 務 費 （ ）

間 接 労 務 費 （ ）

賃　率　差　異 （ ）

（ ） （ ）

製　造　間　接　費

間 接 材 料 費 （ ） 切　　削　　部 （ ）

間 接 労 務 費 （ ） 組　　立　　部 （ ）

間　接　経　費 （ ） 材 料 倉 庫 部 （ ）

動　　力　　部 （ ）

工 場 事 務 部 （ ）

（ ） 当 （ ）

仕　　　掛　　　品

月 初 仕 掛 品 （ ） 完 成 品 原 価 （ ）

当月製造費用 月 末 仕 掛 品 （ ）

直接材料費 （ ）

直接労務費 （ ）

切削部費配賦額 （ ）

組立部費配賦額 （ ）

（ ） （ ）

標準解答時間 45分 問題 P.14 解答・解説 P.141

10
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計
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組　　　立　　　部

第一次集計額 部門別正常配賦額 （ ）

変 動 費 （ ） 予　算　差　異 （ ）

固 定 費 （ ） 操 業 度 差 異 （ ）

工場事務部費配賦額

固 定 費 （ ）

動力部費配賦額

変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ）

材料倉庫部費配賦額

変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ）

（ ） （ ）

切　　　削　　　部

第一次集計額 部門別正常配賦額 （ ）

変 動 費 （ ） 予　算　差　異 （ ）

固 定 費 （ ） 操 業 度 差 異 （ ）

工場事務部費配賦額

固 定 費 （ ）

動力部費配賦額

変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ）

材料倉庫部費配賦額

変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ）

（ ） （ ）

材　料　倉　庫　部

第一次集計額 材料倉庫部費配賦額

変 動 費 （ ） 変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ） 固 定 費 （ ）

予　算　差　異 （ ）

（ ） （ ）

動　　　力　　　部

第一次集計額 動力部費配賦額

変 動 費 （ ） 変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ） 固 定 費 （ ）

予　算　差　異 （ ）

（ ） （ ）

工　場　事　務　部

第一次集計額 工場事務部費配賦額

固 定 費 （ ） 固 定 費 （ ）

806-0895-Ｂ-P010-019.qxd  19.3.5  17:58  ページ13
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切 削 部 配 賦 差 異＝（ 35.5 ）『借　　方』

内訳：予 算 差 異＝（ 12.5 ）『借　　方』

操業度差異＝（ 22.5 ）『借　　方』

組 立 部 配 賦 差 異＝（ 12.5 ）『貸　　方』

内訳：予 算 差 異＝（ 18.5 ）『貸　　方』

操業度差異＝（ 06.5 ）『借　　方』

部門別個別原価計算Ⅸ

仕　　　掛　　　品

前　月　繰　越 1,246）［製　　　　品］（ 5,320）

［材　　　　料］（ 2,260）［翌 月 繰 越］（ ,680）

［賃金・手当］（ 1,439）

［製造間接費－切削部］（ ,570）

［製造間接費－組立部］（ ,485）

（ 6,000） （ 6,000）

賃　率　差　異

［賃金・手当］（ 70） 前　月　繰　越 40）

［翌 月 繰 越］（ 30）

（ 70） （ 70）

製造間接費－組立部

諸　　勘　　定］（ ,473）［仕 掛 品］（ 485）

［原 価 差 異］（ 12）

（ 485） （ 485）

【原価計算関係勘定】

（注）［ ］内には相手勘定科目名または翌月繰越を、（ ）内には金額（単位：千円）を記入し、各勘定を締切

りなさい。使用できる相手勘定科目は、材料、賃金・手当、製造間接費－切削部、製造間接費－組立部、仕

掛品、製品および原価差異とする。また配賦差異を予算差異と操業度差異に分析し、『 』内に借方または貸

方を記入しなさい。

製造間接費－切削部

諸　　勘　　定 （ 605）［仕 掛 品］（ 570）

［原 価 差 異］（ 35）

（ 605） （ 605）

標準解答時間 45分 問題 P.16 解答・解説 P.146

11
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〔第１工程〕

（1）月末仕掛品原価　　 円

内訳：Ａ原料費 円

加 工 費 円

（2）異 常 減 損 費　 円

内訳：Ａ原料費 円

加 工 費 円

（3）完成品総合原価　 円

内訳：Ａ原料費 円

加 工 費 円

（4）完成品単位原価　 円

〔第２工程〕

（1）月末仕掛品原価　 円

内訳：前工程費 円

加 工 費 円

（2）完成品総合原価　 円

内訳：前工程費 円

加 工 費 円

（3）完成品単位原価 円

（注）完成品単位原価の計算上、端数が生じる場合には、円位未満第２位で四捨五入すること。（例：123.45→123.5）

＠

＠

総合原価計算Ⅰ

標準解答時間 20分 問題 P.18 解答・解説 P.149

12
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総
合
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標
準
原
価
計
算

806-0895-Ｂ-P010-019.qxd  19.3.5  17:58  ページ15



解
答
用
紙

16

〔仕掛品関係勘定〕（単位：円）

総合原価計算Ⅱ

第１工程仕掛品

月初仕掛品原価 完成品総合原価

Ａ 素 材 費 （ ） Ａ 素 材 費 （ ）

加　工　費 （ ） 加　工　費 （ ）

当月製造費用 正常仕損費 （ ）

Ａ 素 材 費 （ ） 仕損品評価額 （ ）

加　工　費 （ ） 異 常 仕 損 費

Ａ 素 材 費 （ ）

加　工　費 （ ）

正常仕損費 （ ）

月末仕掛品原価

Ａ 素 材 費 （ ）

加　工　費 （ ）

正常仕損費 （ ）

（ ） （ ）

第２工程仕掛品

月初仕掛品原価 完成品総合原価

前 工 程 費 （ ） 前 工 程 費 （ ）

Ｂ 原 料 費 （ ） Ｂ 原 料 費 （ ）

加　工　費 （ ） 加　工　費 （ ）

当月製造費用 月末仕掛品原価

前 工 程 費 （ ） 前 工 程 費 （ ）

Ｂ 原 料 費 （ ） Ｂ 原 料 費 （ ）

加　工　費 （ ） 加　工　費 （ ）

（ ） （ ）

標準解答時間 30分 問題 P.19 解答・解説 P.151

13
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月末仕掛品原価　 円　 完成品総合原価　 円

完成品単位原価 円＠

総合原価計算Ⅲ

標準解答時間 15分 問題 P.20 解答・解説 P.153

14

総合原価計算Ⅳ

①　月末仕掛品原価　 円

②　正 常 仕 損 費　 円

③　異 常 仕 損 費　 円

④　完成品総合原価　 円

⑤　完成品単位原価　 円＠

⑥　加工費配賦差異　

⑦　予　算　差　異　

⑧　操 業 度 差 異　

（ ）内には、借方または貸方を記入しなさい。

円（ ）

円（ ）

円（ ）

標準解答時間 20分 問題 P.21 解答・解説 P.154

15
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第１工程仕掛品

月初仕掛品原価 （ ） 完成品総合原価（ ）

当月製造費用 異 常 減 損 費（ ）

Ａ 原 料 費 （ ） 月末仕掛品原価（ ）

加 工 費 （ ）

（ ） （ ）

完成品単位原価 円＠　2 4円

半　　製　　品

月初半製品棚卸高 （ ） 第２工程振替高（ ）

第１工程完了品原価 （ ） 月末半製品棚卸高（ ）

（ ） （ ）

【仕掛品関係勘定連絡図】（単位：円）

総合原価計算Ⅴ

標準解答時間 30分 問題 P.22 解答・解説 P.156

第２工程仕掛品

月初仕掛品原価 （ ） 完成品総合原価（ ）

当月製造費用 月末仕掛品原価（ ）

前 工 程 費 （ ）

Ｂ 原 料 費 （ ）

Ｃ 原 料 費 （ ）

Ｄ 原 料 費 （ ）

加 工 費 （ ）

（ ） （ ）

16
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〔第１工程〕

（1）月末仕掛品原価　 円

（2）完成品総合原価　 円

（3）完成品単位原価　 円

〔第２工程〕

（1）月末仕掛品原価　 円

（2）異 常 仕 損 費　 円

（3）完成品総合原価　 円

（4）完成品単位原価　 円

総合原価計算Ⅵ

標準解答時間 15分 問題 P.23 解答・解説 P.158

17
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問１　第１工程正常配賦率　 円 第２工程正常配賦率　 円

問２ （a）完成品総合原価

第１工程………………… 円

第２工程………………… 円

（c）完成品単位原価

第１工程………………… 円

第２工程………………… 円

問３　第１工程予算差異……（ ）円　〔 〕

第２工程予算差異……（ ）円　〔 〕

電力部予算差異……（ ）円　〔 〕

＠

＠

＠　　　　　　　 円＠　　　　　　　 円

（b）月末仕掛品原価

第１工程………………… 円

第２工程………………… 円

（注）（ ）内には差異の金額を〔 〕

内には借方差異または貸方差異を明示

すること。

（d）異常仕損費………………… 円

総合原価計算Ⅶ

標準解答時間 45分 問題 P.24 解答・解説 P.160

問１

製　　　品　　　甲　　　　 製　　　品　　　乙

①　月 末 仕 掛 品 原 価　　 円 円

②　完 成 品 総 合 原 価　　 円 円

③　完 成 品 単 位 原 価　　 円 円

問２ （ ）内には、借方差異または貸方差異を明示すること。

製造間接費配賦差異　　 円（ ）175,000

＠　　 8,736.56円＠　　 8,736.56円

3,011,250

3,011,250

総合原価計算Ⅷ

標準解答時間 30分 問題 P.26 解答・解説 P.164

19

18
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総合原価計算Ⅸ

標準解答時間 45分 問題 P.27 解答・解説 P.166

20

第 １ 工 程 仕 掛 品 ― Ａ

月初仕掛品原価 （ ） 完 成 品 原 価 （ ）

当 月 製 造 費 用 月末仕掛品原価 （ ）

直 接 材 料 費 （ ）

直 接 加 工 費 （ ）

組 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

第 ２ 工 程 仕 掛 品 ― Ａ

月初仕掛品原価 （ ） 完 成 品 原 価 （ ）

当 月 製 造 費 用 月末仕掛品原価 （ ）

前 工 程 費 （ ）

直 接 加 工 費 （ ）

組 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

第 １ 工 程 仕 掛 品 ― Ｂ

月初仕掛品原価 （ ） 完 成 品 原 価 （ ）

当 月 製 造 費 用 月末仕掛品原価 （ ）

直 接 材 料 費 （ ）

直 接 加 工 費 （ ）

組 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

問 1 （単位：円）

第 ２ 工 程 仕 掛 品 ― Ｂ

月初仕掛品原価 （ ） 完 成 品 原 価 （ ）

当 月 製 造 費 用 月末仕掛品原価 （ ）

前 工 程 費 （ ）

直 接 加 工 費 （ ）

組 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

問 2 

第１工程組間接費配賦差異 円（ ）

第２工程組間接費配賦差異 円（ ）

（注） （ ）内には、借方差異または貸方差異を明示すること。
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総合原価計算Ⅹ

標準解答時間 45分 問題 P.28 解答・解説 P.169

第 1 問

製品Ｈの１台あたり製造原価　 円　製品Ｋの１台あたり製造原価　 円

仕　　掛　　品

月初仕掛品原価 完成品総合原価

直 接 材 料 費 製 　 品 　 Ｈ

加 　 工 　 費 製 　 品 　 Ｋ

小 　 計 小 　 計

当 月 製 造 費 用 異 常 仕 損 費

直 接 材 料 費 仕 損 品 評 価 額

加 　 工 　 費 月末仕掛品原価

小 　 計 直 接 材 料 費

加 　 工 　 費

小 　 計

合 　 計 合 　 計

（単位：円）

第 2 問（注） 計算上端数が生じた場合は、円位未満第４位を四捨五入し第３位までを明示しなさい。

製　　　品　　　Ｘ　　　　　製　　　品　　　Ｙ　

月末仕掛品原価　　 円　　 円

完成品総合原価　 円　 円

完成品単位原価 円　　 円＠＠

21
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総合原価計算

標準解答時間 30分 問題 P.30 解答・解説 P.172

22

連 結 原 価 配 分 表

分 離 後 正 常 個 別 費

最終製品の正常販売金額 分離後個別加工費 分離後個別販売費 分離点における正常販売金額 連結原価配分額

製　　品　　Ｘ 円 円 円 円 円

製　　品　　Ｙ 円 円 円 円 円

合　　　計 円 円 円 円 円

問 1

問 2

第１工程原価計算表

摘　　　　　要　　数　　　量　　原　　料　　Ｓ　　換　算　量　　加　　工　　費　　合　　　　　計

当　月　投　入 kg 円 kg 円 円

月 末 仕 掛 品 kg 円 kg 円 円

差 引 kg 円 kg 円 円

正　常　減　損 kg ―― 円 kg ―― 円 ―― 円

差 引 kg 円 kg 円 円

月 初 仕 掛 品 kg 円 kg 円 円

完　　了　　品 kg 円 kg 円 円

製品別実績損益計算書 （単位：円）

製　　品　　Ｘ　　　製　　品　　Ｙ　　　合　　　　　　計

Ⅰ　売　　　　上　　　　高 （ ） （ ） （ ）

Ⅱ　売　　上　　原　　価

1. 連 結 原 価 配 分 額 （ ） （ ） （ ）

2. 分 離 後 個別加工費 （ ） （ ） （ ）

売 上 原 価 合 計 （ ） （ ） （ ）

売　上　総　利　益 （ ） （ ） （ ）

Ⅲ　販　　　　売　　　　費 （ ） （ ） （ ）

営 　 業 　 利 　 益 （ ） （ ） （ ）

問 3
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総合原価計算

問１　第１工程完成品の連結原価　……………………………… 円

第１工程完成品のうち牛乳の連結原価配賦額　………… 円

第１工程完成品のうちクリームの連結原価配賦額　…… 円

問２

製 品 別 月 次 損 益 計 算 書　　（単位：円）

練　　　　　乳　　　バタークリーム　　　合　　　　　計

売　上　高　（ 18,944,000 ） （ 16,245,000 ） （ 38,925,000 ）

売 上 原 価　（ 18,944,000 ） （ 14,501,700 ） （ 33,445,700 ）

売上総利益　（ 23,736,000 ） （ 11,743,300 ） （ 35,479,300 ）

標準解答時間 30分 問題 P.31 解答・解説 P.174

Ⅶ�Ⅸ
23
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（Ａ）正常減損費を明示した「製品Ｋ１kgあたりの標準原価カード」

標 準 消 費 量　　　標　準　価　格　　　金　　　　　額

直 接 材 料 費 （ 1.4 ） kg ×　＠（ 180 ）円　＝ （ .  ）円

直 接 労 務 費 （ 1.4 ）時間 ×　＠（ 150 ）円　＝ （ .  ）円

製 造 間 接 費 （ 1.4 ）時間 ×　＠（ 250 ）円　＝ （ .  ）円

小　　　計 （ 1.4 ）時間 ×　＠（ 150 ）円　＝ （ .  ）円

正 常 減 損 費　　 （ . ）円 ×　（ 2 ）％　＝ （ .  ）円

製品Ｋ１kgあたりの標準原価（ .  ）円

（Ｂ）標準原価計算勘定体系図（単位：円）

（1）異 常 減 損 費＝

（1）異 常 減 損 費＝ （2） ＝

（1）変動費予算差異＝ （2）固定費予算差異＝

（3）能　率　差　異＝ （4）操 業 度 差 異＝

（5）異 常 減 損 費＝

各種差異の解答の際、（ ）内には有利な差異には有利差異、または不利な差異には不利差異を記入しなさい。

円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）

標準原価計算Ⅰ

仕掛直接材料費

月初仕掛品原価 （ ） 完成品製造原価 （ ）

実際直接材料費 （ ） 正 常 減 損 費 （ ）

（ 520,000） 原　価　差　異 （ ）

（ 520,000） 月末仕掛品原価 （ ）

（ ） 原　価　差　異 （ ）

仕掛直接労務費

月初仕掛品原価 （ ） 完成品製造原価 （ ）

実際直接労務費 （ ） 正 常 減 損 費 （ ）

（ 520,000） 原　価　差　異 （ ）

（ 520,000） 月末仕掛品原価 （ ）

（ ） 原　価　差　異 （ ）

仕掛製造間接費

月初仕掛品原価 （ ） 完成品製造原価 （ ）

実際製造間接費 （ ） 正 常 減 損 費 （ ）

（ 520,000） 原　価　差　異 （ ）

（ 520,000） 月末仕掛品原価 （ ）

（ ） 原　価　差　異 （ ）

製品勘定へ

製品勘定へ

製品勘定へ

標準解答時間 30分 問題 P.32 解答・解説 P.176

25
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問１　製品Ｈ１個あたりの標準原価カード

費　　　　　　目　標 準 消 費 量　　　標　準　価　格　　　金　　　　　額

標準直接材料費 （ 10 ）. kg ×　＠（ 180 ）円　＝ （ 1,800 ）円

標準直接労務費 （ 10 ）.時間 ×　＠（ 180 ）円　＝ （ 1,950 ）円

標準製造間接費 （ 10 ）.時間 ×　＠（ 180 ）円　＝ （ 2,250 ）円

小　計 （ 1.4 ）時間 ×　＠（ 150 ）円　＝ （ 6,000 ）円

正 常 仕 損 費　　 （ 5,500 ）円 ×　（ 2 ）％　＝ （ 3.110 ）円

製品Ｈ１個あたりの標準原価　（ 6,110 ）円

問２　

（1）標準原価計算勘定連絡図（単位：円）

（2）上記原価差異の内訳

直接材料費差異の分析

①　 ＝ ②　 ＝

直接労務費差異の分析

①　 ＝ ②　 ＝

製造間接費差異の分析

①　 ＝ ②　 ＝

③　 ＝ ④　 ＝

⑤　 ＝

（注） の中には適切な名称または金額を記入し、また、（ ）内には、「有利」または「不利」を

記入すること。

円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）円（ ）

標準原価計算Ⅱ

仕　　掛　　品

月初仕掛品原価 （ ） 完 成 品 原 価 （ ）

実際直接材料費 （ ） 正 常 仕 損 費 （ ）

実際直接労務費 （ ） 仕　　損　　品 （ ）

実際製造間接費 （ ） 原　価　差　異 （ ）

（ 9,945,000） 月末仕掛品原価 （ ）

（ ） 原　価　差　異 （ ）

製品勘定へ

標準解答時間 30分 問題 P.33 解答・解説 P.178

25
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問１　標準原価カードの作成
標 準 消 費 量　　　　 標 　 準 　 価 　格　　　　 金　　　　　　額

直 接 材 料 費 kg × 円/kg ＝ 円

直 接 労 務 費 時間 × 円/時間 ＝ 円

製 造 間 接 費 時間 × 円/時間 ＝ 円

製品α１個あたりの正味標準製造原価 円

正 常 仕 損 費　　　　　　　　　　 円

製品α１個あたりの総標準製造原価 円
問２　仕掛品勘定の作成（単位：円）

問３　標準原価カードの作成
標 準 消 費 量　　　　 標 　 準 　 価 　格　　　　 金　　　　　　額

直 接 材 料 費 kg  × 円/kg ＝ 円

直 接 労 務 費 時間 × 円/時間 ＝ 円

製 造 間 接 費 時間 × 円/時間 ＝ 円

製品α１個あたりの総標準製造原価 円

問４　仕掛品勘定の作成（単位：円）

問５　各種差異分析

材料消費価格差異 円
……………………………………………………………

材料消費数量差異 円
……………………………………………………………

労 働 賃 率 差 異 円
……………………………………………………………

労 働 時 間 差 異 円
……………………………………………………………

予 　 算 　 差 　 異 円
……………………………………………………………

能 　 率 　 差 　 異 円
……………………………………………………………

操　業　度　差　異 円
……………………………………………………………

注：［ ］内には有利差異であれば有利、不利差異であれば不利と明示すること。

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

［ ］

月初仕掛品原価 （ ） 完成品総合原価 （ ）

当月実際直接材料費 （ ） 異 常 仕 損 費 （ ）

当月実際直接労務費 （ ） 材料消費価格差異 （ ）

当月実際製造間接費 （ ） 材料消費数量差異 （ ）

労 働 賃 率 差 異 （ ） 労 働 時 間 差 異 （ ）

予　算　差　異 （ ） 能　率　差　異 （ ）

操 業 度 差 異 （ ）

月末仕掛品原価 （ ）

（ ） （ ）

仕　　　掛　　　品

仕　　　掛　　　品

月初仕掛品原価 （ ） 完成品総合原価 （ ）

当月実際直接材料費 （ ） 原　価　差　異 （ ）

当月実際直接労務費 （ ） 月末仕掛品原価 （ ）

当月実際製造間接費 （ ）

（ ） （ ）

標準原価計算Ⅲ

標準解答時間 45分 問題 P.34 解答・解説 P.180

26
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問 1 （単位：千円）

問 2 （単位：千円）

問 3 （単位：千円）

問 4 （単位：千円）

標準原価計算Ⅳ

正常仕損費を含まない原価標準

で良品の原価を計算する場合�

正常仕損費を含む原価標準で良

品の原価を計算する場合�

完成品原価� 月末仕掛品原価� 標準原価差異�

（　）�

（　）�

正常仕損費を含まない

原価標準で良品の原価

を計算する場合�

正常仕損費を含む原価

標準で良品の原価を計

算する場合�

総 差 異 �

価 格 差 異 �

消費量差異�

総 差 異 �

価 格 差 異 �

消費量差異�

総 差 異 �

賃 率 差 異 �

時 間 差 異 �

総 差 異 �

予 算 差 異 �

能 率 差 異 �

操業度差異�

標準原価差異の分析�

 （　　　　）�

（　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

（　　　　）�

（　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

（　　　　）�

1（　　　　）�

（　　　　）�

1（　　　　）�

 （　　　　）�

（　　　　）�

（　　　　）�

（　　　　）�

（　　　　）�

（　　　　）�

 （　　　　）�

（　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

直接材料費差異�

（甲材料）�

直接材料費差異�

（乙材料）�

直接労務費差異�

製造間接費差異�

直接材料消費量差異（甲材料）�

直接材料消費量差異（乙材料）�

直接労働時間差異�

製造間接費能率差異�

　　合　　計�

（　　　　）�

 （　　　　）�

（　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

（　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

 （　　　　）�

仕損関連の差異� 仕損無関連の差異�

標準解答時間 45分 問題 P.36 解答・解説 P.185

27

標準原価計算の場合�
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予　算　差　異

問 1 製造間接費の発生額を費目別に管理するために役立つ差異は、 である。

（注）上記答えは、該当する差異の番号で記入しなさい。

問 2 ６月の「仕掛品－製造間接費」勘定

変動費能率差異

操 業 度 差 異 固定費能率差異

問 3

（単位：円）

仕掛品－製造間接費 （単位：円）

月初仕掛品有高

当月実際製造間接費

製造間接費総差異 0

標準原価計算Ⅴ

標準解答時間 30分 問題 P.38 解答・解説 P.188

28

806-0895-Ｂ-P020-029.qxd  19.3.7  15:04  ページ29



解
答
用
紙

30

第 1 問

問１

（1）総差異　

（2） 価　格　差　異 消 費 量 差 異 歩　留　差　異 配　合　差　異

原料Ｐ　 ＝ ＋

原料Ｑ　 ＝ ＋

原料Ｒ　 ＝ ＋

計　　 ＝ ＋

問２ （単位：円）

10,000円（ ）10,000円（ ）10,000円（ ）19,750円（ ）

10,000円（ ）10,000円（ ）10,000円（ ）19,750円（ ）

10,000円（ ）10,000円（ ）10,000円（ ）19,750円（ ）

20,000円（＋）10,000円（ ）10,000円（ ）19,750円（ ）

19,650円（ ）

原　　　　　料

（ ――― ）（ ）

価　格　差　異

（ ）（ ）

原料配合差異

（ ）（ ）

仕掛－原料費

（ ）（ ）

製　　　　　品

（ ）（ 2,563,650）

原料歩留差異

（ ）（ ）

標準原価計算Ⅵ

標準解答時間 25分 問題 P.39 解答・解説 P.190
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標準原価計算Ⅶ

標準解答時間 45分 問題 P.40 解答・解説 P.192

買　　掛　　金

（ 11,650）（ ）

原　　　　　料

（ 131,950）（ ）

（ ）

原料受入価格差異

（ ）（ ）

製　　　　　品

（ ）（ 5,979,395）

仕掛－原料費

（ 180,000）（ ）

（ ） 240,000）

原料歩留差異

（ ）（ ）

原料配合差異

（ ）（ ）

第 1問

（注意）下記の標準原価計算関係勘定連絡図（単位：円）の（ ）内には、計算した金額を記入しなさい。ただし、

原料受入価格差異勘定、原料配合差異勘定および原料歩留差異勘定には（ ）が借方と貸方の両方に印刷され

ているが、計算した金額は、借方または貸方のどちらかを判断して記入しなさい。なお、不要な（ ）内には

「－」を記入すること。

30
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第 2 問

標準原価差異の解答にあたっては、有利差異か不利差異であるかを解答数値の後に（有利）または（不利）と記入

することによって明示すること。

（1）完成品総合原価　 円 （2）月末仕掛品原価 円

（3）原　　料　　費

（ｲ）消費価格差異 （ﾛ）配　合　差　異

原　料　Ａ 原　料　Ａ

原　料　Ｂ 原　料　Ｂ

原　料　Ｃ 原　料　Ｃ

（ﾊ）歩　留　差　異

原　料　Ａ

原　料　Ｂ

原　料　Ｃ

（4）直 接 労 務 費

（ｲ）賃　率　差　異 （ﾛ）能　率　差　異

（ﾊ）歩　留　差　異

（5）製 造 間 接 費

（ｲ）予　算　差　異 （ﾛ）固定費能率差異

（ﾊ）変動費能率差異 （ﾆ）操 業 度 差 異

（ﾎ）歩　留　差　異 円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）

円（ ）

円（ ）

円（ ）

円（ ）円（ ）

円（ ）円（ ）

77,760円（ 有利 ）円（ ）

円（ ）円（ ）
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問 1 原価計算関係諸勘定（単位：円）

第 １ 工 程 仕 掛 品

月初仕掛品原価 （ ） 完 了 品 原 価 （ ）

当月製造費用 原　価　差　異 （ ）

直接材料費 （ ） 月末仕掛品原価 （ ）

直接労務費 （ ）

製造間接費 （ ）

（ ） （ ）

第 ２ 工 程 仕 掛 品

月初仕掛品原価 （ ） 最終完成品原価 （ ）

当月製造費用 原　価　差　異 （ ）

直接労務費 （ ） 月末仕掛品原価 （ ）

製造間接費 （ ）

前 工 程 費 （ ）

（ ） （ ）

問２　第１工程・第２工程の各種原価差異

（注）（ ）内に有利または不利を記入しなさい。なお、能率差異は標準配賦率により計算すること。

〈第１工程〉

消費価格差異＝ 円（ ） 賃　率　差　異＝ 円（ ）

配　合　差　異＝ 円（ 不利 ） 原料歩留差異＝ 円（ ）

労働能率差異＝ 円（ ） 労働歩留差異＝ 円（ ）

予　算　差　異＝ 円（ ） 製造間接費能率差異＝ 円（ ）

操 業 度 差 異＝ 円（ ） 製造間接費歩留差異＝ 円（ ）

〈第２工程〉

賃　率　差　異＝ 円（ ） 労働時間差異＝ 円（ ）

予　算　差　異＝ 円（ ） 製造間接費能率差異＝ 円（ ）

操 業 度 差 異＝ 円（ ）

2,000

標準原価計算Ⅷ

製品勘定へ

標準解答時間 45分 問題 P.42 解答・解説 P.197
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標準原価計算Ⅸ

問１

勘定記入（単位：円）

問２

原価差異の原因別分析

切　削　工　程　　　　　　　　　　　　　　　 組　立　工　程

第１作業　　　　　　　　　　　 第２作業

価 格 差 異　 円（ ）

数 量 差 異　 円（ ）

賃 率 差 異　 円（ ） 円（ ） 円（ ）

時 間 差 異　 円（ ） 円（ ） 円（ ）

予 算 差 異　 円（ ） 円（ ）

操業度差異　 円（ ） 円（ ）

能 率 差 異　 円（ ） 円（ ） 円（ ）

（注）（ ）の中には、有利または不利と記入すること。

切削工程－仕掛品

月初仕掛品原価 （ ） 完 成 品 原 価（ ）

当月製造費用 原　価　差　異（ ）

直接材料費 （ ） 月末仕掛品原価（ ）

直接労務費 （ ）

製造間接費 （ ）

（ ） （ ）

組立工程－仕掛品

月初仕掛品原価 （ ） 最終完成品原価（ ）

当月製造費用 原　価　差　異（ ）

前 工 程 費 （ ） 月末仕掛品原価（ ）

直接労務費 （ ）

製造間接費 （ ）

（ ） （ ）

標準解答時間 30分 問題 P.43 解答・解説 P.202
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〔第　１　工　程〕

直 接 材 料 費 － 仕 掛

月 初 仕 掛 品 （ ） 完　　成　　品 （ ）

当　月　消　費 （ ） 月 末 仕 掛 品 （ ）

（ ）

（ ） （ ）

直 接 労 務 費 － 仕 掛

月 初 仕 掛 品 （ ） 完　　成　　品 （ ）

当　月　消　費 （ ） 月 末 仕 掛 品 （ ）

（ ）

（ ） （ ）

製 造 間 接 費 － 仕 掛

月 初 仕 掛 品 （ ） 完　　成　　品 （ ）

第１次集計額 （ ） 月 末 仕 掛 品 （ ）

動力部費配賦額 （ ） （ ）

（ ）

（ ）

（ ） （ ）

勘定記入（単位：千円）

標準原価計算Ⅹ

材　　　　　　　　　料

月　初　有　高 当　月　消　費

Ｋ　－　１ （ ） Ｋ　－　１ （ ）

Ｋ　－　２ （ ） Ｋ　－　２ （ ）

Ｋ　－　４ （ ） Ｋ　－　４ （ ）

小　計 （ ） 小　計 （ ）

当　月　購　入 月　末　有　高

Ｋ　－　１ （ ） Ｋ　－　１ （ ）

Ｋ　－　２ （ ） Ｋ　－　２ （ ）

Ｋ　－　４ （ ） Ｋ　－　４ （ ）

小　計 （ ） 小　計 （ ）

合　計 （ ） 合　計 （ ）

購 入 材 料 価 格 差 異

Ｋ　－　１ （ ） Ｋ　－　４ （ ）

標準解答時間 45分 問題 P.44 解答・解説 P.206
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〔第　２　工　程〕

直接材料費（および前工程費）－仕掛

月 初 仕 掛 品 （ ） 完　　成　　品 （ ）

前　工　程　費 （ ） 月 末 仕 掛 品 （ ）

当　工　程　費 （ ） （ ）

（ ） （ ）

月 初 仕 掛 品 （ ） 完　　成　　品 （ ）

当　月　消　費 （ ） 月 末 仕 掛 品 （ ）

（ ）

（ ） （ ）

動 力 部 費

実 際 発 生 額 （ ） 配　　賦　　額 （ 145,440.0）

第　１　工　程 （ 171,720.0）

変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ）

第　２　工　程 （ 234,240.0）

変 動 費 （ ）

固 定 費 （ ）

（ ）

（ ） （ ）

（注）（ ）には金額を、 は適切な語句を記入しなさい。

直 接 労 務 費 － 仕 掛

製 造 間 接 費 － 仕 掛

月 初 仕 掛 品 （ ） 完　　成　　品 （ ）

第１次集計額 （ ） 月 末 仕 掛 品 （ ）

動力部費配賦額 （ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）
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問１　勘定記入（単位：円）

摘　要 No.79 No.80 No.81 合 計

前 月 繰 越 （ ） （ ） （ ） （ ）

直接材料費 （ ） （ ） （ ） （ ）

直接労務費 （ ） （ ） （ ） （ ）

製造間接費 （ ） （ ） （ ） （ ）

合　計 （ ） （ ） （ ） （ ）

備　　　考

問２　差異分析

受入価格差異　 円

数 量 差 異　Ｎo.79 円　Ｎo.80 円　Ｎo.81 円

賃 率 差 異　 円

時 間 差 異　Ｎo.79 円　Ｎo.80 円　Ｎo.81 円

予 算 差 異　 円

操業度差異　 円

能 率 差 異　Ｎo.79 円　Ｎo.80 円　Ｎo.81 円

（注）カッコの中には、有利差異には＋不利差異には－の符号を記入しなさい。

（ ） 円（ ） 円（ ） 円

（ ） 円

（ ） 円

（ ） 円（ ） 円（ ） 円

（ ） 円

（ ） 円（ ） 円（ ） 円

（ ） 円

標準原価計算

仕　　　　掛　　　　品

前　月　繰　越 （ ） 製　　　　　品 （ ）

材　　　　　料 （ ） 次　月　繰　越 （ ）

賃　金　給　料 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

標準解答時間 45分 問題 P.46 解答・解説 P.213

指図書別原価計算表

34
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標準原価計算

買掛金等

材　　　　　　　　　　料

前　月　繰　越 （ ）《 》（ ）

諸　　　　　口 （ ）《 》（ ）

《 》（ ）

次　月　繰　越 （ ）

（ ） （ ）

《 》

（ ）（ ）

（ ）（ ）

《 》

（ ）

《 》

（ ）（ ）

《 》

（ ）（ ）

賃　　金　　給　　料

諸　　　　　口 （ ） 前　月　繰　越 （ ）

次　月　繰　越 （ ） 仕　　掛　　品 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

原　価　差　異 （ ）

（ ） （ ）

製 　 造 　 間 　 接 　 費

実 際 発 生 額 （ ） 仕　　掛　　品 （ ）

原　価　差　異 （ ）

（ ） （ ）

《 》

（ ）（ ）

《 》

（ ）（ ）

《 》

（ ）（ ）

仕　　　　掛　　　　品

前　月　繰　越 （ ） 製　　　　　品 （ ）

材　　　　　料 （ ） 次　月　繰　越 （ ）

賃　金　給　料 （ ）

製 造 間 接 費 （ ）

（ ） （ ）

製　　　　　　　　　　品

前　月　繰　越 （ ） 売　上　原　価 （ ）

仕　　掛　　品 （ ） 次　月　繰　越 （ ）

（ ） （ ）

標準解答時間 45分 問題 P.47 解答・解説 P.216

【標準原価計算関係勘定連絡図（単位：円）】（注）不要なカッコには、「―」を記入しなさい。

Ⅶ�Ⅸ
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仕　　掛　　品

材　　　　　料 1,978,900） 製　　　　　品 1,925,000）

材料受入価格差異 （ ） 次　期　繰　越 （ ）

材料数量差異 （ ） （ ）

（ ）

（ ） （ ）

前　期　繰　越 （ ）

第 1 問

（注）期末残高については次期繰越とし、金額はまず標準原価を記入し、その下の行に追加配賦額を、さらにその

下の行に両者の合計額（実際原価）を記入しなさい。

（単位：円、直接材料費のみ）

標準原価計算10

材　　　　　　料

買　　掛　　金 2,750,000） 仕　　掛　　品 1,978,900）

材料受入価格差異 （ ） 材料数量差異 364,100）

次　期　繰　越 （ ）

（ 2）

（ ）

（ ） （ ）

前　期　繰　越 （ ）

売　上　原　価

製　　　　　品 1,732,500） 損　　　　　益 （ ）

材料受入価格差異 （ ）

材料数量差異 （ ）

（ ） （ ）

製　　　　　　品

仕　　掛　　品 1,925,000） 売　上　原　価 1,732,500）

材料受入価格差異 （ ） 次　期　繰　越 （ ）

材料数量差異 （ ） （ ）

（ ）

（ ） （ ）

前　期　繰　越 （ ）

材料受入価格差異

買　　掛　　金 1,000,000） 売　上　原　価 （ ）

製　　　　　品 （ ）

仕　　掛　　品 （ ）

材　　　　　料 （ ）

材料数量差異 （ ）

1,000,000） 1,000,000）

標準解答時間 00分 解答用紙 別冊 P.00 解答・解説 P.000

標準原価計算

標準解答時間 45分 問題 P.48 解答・解説 P.219

Ⅷ�Ⅸ
3636
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材 料 数 量 差 異

材　　　　　料 364,100） 売　上　原　価 （ ）

材料受入価格差異 （ ） 製　　　　　品 （ ）

仕　　掛　　品 （ ）

（ ） （ ）

第 2 問

問 1 下記の（ ）内に計算した差異の金額を、〔 〕内には借方または貸方を記入しなさい。

（1） 原料受入価格差異＝（ ）円〔 〕

（2） 原料消費量差異＝（ ）円〔 〕

（3） 加工費配賦差異＝（ ）円〔 〕

問 2 （注）勘定記入は、相手勘定科目と金額を記入すること。原料費は、原料の種類別ではなく、原料の種類別に

計算した金額の合計額で記入してよい。期末有高については次期繰越とし、金額はまず標準原価を記入し、そ

の下の行に追加配賦額を、さらにその下の行に両者の合計額（実際原価）を記入しなさい。

（単位：円）
仕　　掛　　品 売　上　原　価

問 3

当年度の実際営業利益＝（ 1,234,567 ）円

製　　　　　品
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第 1 問

問題１

問 1

ａ＝ 円　　ｂ＝ 円

問 2

ａ＝ 円　　ｂ＝ 円

問題２

（1）年間の損益分岐点の販売量　　　　　＝ 個

（2）売上高営業利益率が20％になる販売量＝ 個

（3）安　　全　　率　　　　　　　　　　＝ ％

（3）損益分岐点比率　　　　　　　　　　＝ ％

第 2 問

問 1

（1）経営レバレッジ係数＝ （2）営業利益の増減率＝ ％

問 2

（1）税引前の目標経常利益額＝ 円（2）年間の目標販売量＝ 個

問 3

損益分岐点の年間販売量＝ 個

第 3 問

問 1

①　 円　　　　②　 円

問 2

個

問 3

個

原価・営業量・利益関係の分析Ⅰ

標準解答時間 45分 問題 P.50 解答・解説 P.225

37
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第 1 問

問１　製　品　Ｈ　 個　　　製　品　Ｋ　 個

問２　税引前年間目標経常利益額 円

問３　製　品　Ｈ　 個　　　製　品　Ｋ　 個

第 2 問

問１　製　品　Ｈ　 円　　　製　品　Ｋ　 円

問２　税引前年間目標経常利益額 円

問３　製　品　Ｈ　 円　　　製　品　Ｋ　 円

原価・営業量・利益関係の分析Ⅱ

標準解答時間 30分 問題 P.52 解答・解説 P.229

問１　①　損益分岐点の販売量 kg

②　売上高経常利益率が10％になる販売量 kg

③　税引前の目標経常利益額 円

④　目標経常利益額を達成する販売量 kg

⑤　目標販売量のときの安全率 ％

問２　⑥　20X5年度における損益分岐点の販売量 kg

原価・営業量・利益関係の分析Ⅲ

標準解答時間 45分 問題 P.53 解答・解説 P.231

39

38
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（注）下記の の中には適当な名称を、（ ）の中には金額を記入しなさい。

1. 20X1年度予定損益計算書（単位：万円）

売　　　上　　　高　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

差引：変動売上原価　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

変動製造マージン　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

差引：変動販売費　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

（ 11,900 ）

差引：固 定 費

製　造　固　定　費　　　　（ 11,900 ）

販　売　固　定　費　　　　（ 11,900 ）

一 般 管 理 固 定 費　　　　（ 11,900 ） （ 11,900 ）

直接原価計算の営業利益　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

固定費調整：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

全部原価計算の営業利益　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

差引：支 払 利 息　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

（ 11,900 ）

差引：法 人 税 等　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

当　期　純　利　益　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 11,900 ）

2. 20X1年度末予定貸借対照表（単位：万円）

流 動 資 産　　　　　　　　　　　　　　　　　　流 動 負 債

現　　　　　　　金　　　（ 11,018） 買　　　掛　　　金　　　（ 11,018）

売　　　掛　　　金　　　（ 11,018） 短　期　借　入　金　　　（ 11,018）

製　　　　　　　品　　　（ 11,018） （ 11,018）

材　　　　　　　料　　　（ 11,018） 未 払 法 人 税 等　　　（ 11,018）

そ　　　の　　　他　　　（ 11,018） 流　動　負　債　計　　（ 11,018）

流　動　資　産　計　　（ 11,018） 固 定 負 債

固 定 資 産　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　　　　　　債　　　（ 11,018）

土　　　　　　　地　　　（ 11,018） 負　　　債　　　計　　（ 11,018）

建　物　・　設　備　　　（ 11,018） 純　　　資　　　産

差引：減 価 償 却　　　　　　　　　　　　　　　　　　資　　　本　　　金　　　（ 11,018）

累 計 額　　　（ 11,018） 利　益　準　備　金　　　（ 11,018）

固　定　資　産　計　　（ 11,018） 新　築　積　立　金　　　（ 11,018）

資 産 合 計　　　　（ 11,018） 繰 越 利 益 剰 余 金　　　（ 11,018）

純 資 産 計　　（ 11,018）

負債・純資産合計　　　　（ 11,018）

予算編成Ⅰ

標準解答時間 30分 問題 P.54 解答・解説 P.233
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〔20X6年度の予定損益計算書〕（単位：万円）

売　　　上　　　高　　　（ 23,800 ）

売 上 原 価　　　（ 23,800 ）

売 上 総 利 益　　　（ 23,800 ）

販売費・一般管理費　　　（ 23,800 ）

営 業 利 益　　　（ 23,800 ）

支 払 利 息　　　（ 23,800 ）

経 常 利 益　　　（ 23,800 ）

法 人 税 等　　　（ 23,800 ）

当 期 純 利 益　　　（ 23,800 ）

〔20X6年度の予定貸借対照表〕（単位：万円）

流　動　資　産　　　　　　　　　　　　　　　　　流　動　負　債

現　　　　　　金　　　（ 12,036 ） 買 掛 金　　　（ 11,116 ）

売 掛 金　　　（ 12,880 ） 短 期 借 入 金　　　（ 12,036 ）

製　　　　　　品　　　（ 12,036 ） 未 払 利 息　　　（ 12,036 ）

材　　　　　　料　　　（ 12,036 ） 未 払 法 人 税 等　　　（ 12,036 ）

そ の 他 流 動 資産　　　　　　　11,760 流 動 負 債 合 計　　　（ 12,036 ）

流 動 資 産 合 計　　　（ 12,036 ） 固　定　負　債

固　定　資　産　　　　　　　　　　　　　　　　　　社　　　　　　債　　　（ 15,000 ）

土　　　　　　地　　　（ 14,080 ） 負　債　合　計　　　（ 12,036 ）

建 物 ・ 設 備　　　（ 12,036 ） 純　　資　　産

減 価 償 却 累 計額　　　（△　　12,036 ） 資 本 金　　　　　　　17,200 

固 定 資 産 合 計　　　（ 12,036 ） 利 益 準 備 金　　　　　　　11,800 

新 築 積 立 金　　　（ 12,036 ）

繰 越 利 益 剰 余金　　　（ 12,036 ）

純 資 産 合 計　　　（ 12,036 ）

資　産　合　計　　　　　（ 12,036 ） 負債・純資産合計　　　　（ 12,036 ）

予算編成Ⅱ

標準解答時間 45分 問題 P.56 解答・解説 P.236
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（A） 東 京 営 業 所 差 異 分 析 表 （単位：円） 20X5年４月

（1）予 算 営 業 利 益…………………………………………………………………………………10,000,000

（2）売 上 価 格 差 異……………………………………………

（3）売 上 数 量 差 異

①　市 場 占 拠 率 差 異…………

②　市場総需要量差異…………

売上数量差異合計〔①＋②〕………………………………

（4）売 上 高 差 異〔（2）＋（3）〕………………………………

（5）標準売上原価数量差異……………………………………………

標準売上総利益差異〔（4）＋（5）〕…………………………………………………………

（6）変動販売費数量差異……………………………………………

（7）変動販売費予算差異……………………………………………

（8）固定販売費予算差異……………………………………………

販 売 費 差 異 合 計〔（6）＋（7）＋（8）〕…………………………………………………………

（9）実 際 営 業 利 益……………………………………………………………………………

（B） 販売費予算・実績比較表 （単位：円）

上記を作成する際、 の中および空欄には、計算した数値を記入し、（ ）内には、プラスまたは

マイナスの符号を記入しなさい。

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

直接原価計算Ⅰ

費 目

変 動 販 売 費

販売手数料

接 待 費

旅費交通費

事務用消耗品費

小　　計

固 定 販 売 費

給 料

法定福利費

そ の 他

小　　計

合　　計

利 益 計 画

800,000

320,000

200,000

120,000

1,440,000

840,000

260,000

1,460,000

2,560,000

4,000,000

業績測定予算 実 績

766,200

310,800

299,500

143,500

1,520,000

860,700

260,000

1,430,300

2,551,000

4,071,000

数 量 差 異

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

――

――

――

――

（ ）

予 算 差 異

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

標準解答時間 45分 問題 P.58 解答・解説 P.238
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問１ 20X4年度と比較して、20X5年度の営業利益は（ ）円減少した。

問２ 20X4年度と比較して、20X5年度の経営資本営業利益率は（ ）％減少した。

問３ 営業利益差異分析表 単位：円

１．20X4年度営業利益 ………………………………………………………（ ）

２．製品販売価格差異 ………………………〔 〕（ ）

３．市場総需要量差異 ………………………〔 〕（ ）

４．市場占拠率差異 …………………………〔 〕（ ）

５．製品販売数量差異（３＋４）……………〔 〕（ ）

６．売上高差異（２＋５）………………………………………………〔 〕（ ）

７．変動売上原価価格差異 …………………〔 〕（ ）

８．変動売上原価数量差異 …………………〔 〕（ ）

９．変動売上原価差異（７＋８）………………………………………〔 〕（ ）

10．変動販売費価格差異 ……………………〔 〕（ ）

11．変動販売費数量差異 ……………………〔 〕（ ）

12．変動販売費差異（10＋11）…………………………………………〔 〕（ ）

13．貢献利益差異（６＋９＋12）………………………………………〔 〕（ ）

14．製造固定費差異 …………………………〔 〕（ ）

15．販売・一般管理固定費差異 ……………〔 〕（ ）

16．固定費差異（14＋15）………………………………………………〔 〕（ ）

17．差異合計（13＋16）…………………………………………………〔 〕（ ）

18．20X5年度営業利益（１＋17）……………………………………………（ ）

問４ 経営資本営業利益率差異分析表 単位：％

１．20X4年度経営資本営業利益率 …………………………………………（ ）

２．売上高営業利益率差異 …………………〔 〕（ ）

３．経営資本回転率差異 ……………………〔 〕（ ）

４．差異合計（２＋３）…………………………………………………〔 〕（ ）

５．20X5年度経営資本営業利益率 …………………………………………（ ）

直接原価計算Ⅱ

標準解答時間 45分 問題 P.59 解答・解説 P.240

下記の（ ）内には計算した数値を、〔 〕内には20X4年度営業利益（または経営資本営業利益率）に加算する場

合は＋の記号を、控除する場合は－の記号を記入しなさい。
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第 1 問

問１ 新製品Ｘ導入前 新製品Ｘ導入案 新製品Ｘ導入後

税 引 後 利 益　 万円　　 万円 万円

投 資 額　 万円　　 万円 万円

投 資 利 益 率　 ％　　　 ％ ％

問２ 新製品Ｘ導入前 新製品Ｘ導入案 新製品Ｘ導入後

資金使用資産総額　 万円　　 万円　 万円

売 上 高 （ ）万円　 （ ）万円　 （ ）万円

費　　　　　　用 （ ）万円　 （ ）万円　 （ ）万円

税 引 前 利 益 （ ）万円　 （ ）万円　 （ ）万円

法 人 税 （ ）万円　 （ ）万円　 （ ）万円

税 引 後 利 益 （ ）万円　 （ ）万円　 （ ）万円

資 本 コ ス ト （ ）万円　 （ ）万円　 （ ）万円

経済的付加価値額 （ ）万円　 （ ）万円　 （ ）万円

第 2 問

問１　月間の原価予想額＝ 円＋ 円/枚×ピザ製造・販売量

問２　月間の損益分岐点販売量＝ 枚

問３　ピザ投資案の年間投資利益率＝ ％

問４　年間投資利益率が21.6％になる月間のピザ販売量＝ 枚

問５ 新宿店 渋谷店

ピザ投資案導入前　投資利益率　 ％　　 ％

ピザ投資案導入後　投資利益率　 ％　　 ％

問６　（注）①、②、③、④、⑤は、不要な文字を消しなさい。

① ⑥ ％

② ⑦ 万円

③ ⑧ 万円

④ ⑨ 万円

⑤ ⑩ 万円有利、不利

採用する、採用しない

採用する、採用しない

増加、減少

増加、減少

38,000

40,000

直接原価計算Ⅲ

標準解答時間 45分 問題 P.60 解答・解説 P.243
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（Ａ） 製造指図書別変動製造原価計算表（11月、単位：千円）

月初仕掛品原価

当月製造費用

直接材料費

変動加工費

切削部

仕上部

合　　計

（Ｂ） 原価計算関係勘定連絡図（一部分のみ、単位：千円）

（注）下記の勘定に必要事項を記入して、勘定を締め切りなさい。なお、仕上部の勘定は省略されている。

（Ｃ） 工場の生産損益計算書（11月、単位：千円）

生産品の販売金額

差引：変動売上原価

変動販売費

変動費合計

工場貢献利益

差引：固定加工費

切　削　部

仕　上　部

工場事務部

工場実際固定費合計

固定販売費・一般管理費

固定費合計

工場営業利益

直接原価計算Ⅳ

＃100

115

＃101

―

＃102

―

＃103

―

＃104

―

＃105

―

合 計

115

仕掛品－直接材料費

月初仕掛品原価 100 完 成 品 原 価

当 月 発 生 額 月末仕掛品原価

変動加工費－切削部

月初仕掛品原価 15 完 成 品 原 価

当 月 発 生 額 月末仕掛品原価

固定加工費－切削部

当 月 発 生 額 当 月 予 算 額

＃100 ＃101 ＃102 ＃104 合　計

標準解答時間 30分 問題 P.62 解答・解説 P.246
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問１ 当月の月末仕掛品原価総額

（1） 全部原価計算を採用した場合　 円

（2） 直接原価計算を採用した場合　 円

問２ 月次損益計算書（単位：円）

（1） 全部原価計算の損益計算書

Ⅰ. 売 　 上 　 高

Ⅱ. 売　上　原　価

1. 月初製品棚卸高

2. 当月製品製造原価

2. 当月小　　計

3. 月末製品棚卸高

2. 当月差　　引

4. 原　価　差　異

2. 当月売 上 総 利 益

Ⅲ. 販売費および一般管理費

1. 販　　売　　費

2. 一 般 管 理 費

2. 当月営　業　利　益

（2） 直接原価計算の損益計算書

Ⅰ. 売　　上　　高

Ⅱ. 変動売上原価

1. 月初製品棚卸高

2. 当月製品製造原価

2. 当月小　　計

3. 月末製品棚卸高

2. 当月差　　引

4. 原　価　差　異

2. 当月変動製造マージン

Ⅲ. 変 動 販 売 費

貢　献　利　益

Ⅳ. 固　　定　　費

1. 加　　工　　費

2. 販　　売　　費

3. 一 般 管 理 費

直接原価計算の営業利益

固定費調整

月末仕掛品に含まれる固定加工費

月末製品に含まれる固定加工費

計

月初仕掛品に含まれる固定加工費

月初製品に含まれる固定加工費

全 部 原 価 計 算 の 営 業 利 益

直接原価計算Ⅴ

標準解答時間 30分 問題 P.63 解答・解説 P.248
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損益計算書（全部原価計算） （単位：円）
売 上 高 （ 22,100,000 ）
売上原価

期首製品棚卸高 （ 3,200,000 ）
当期製品製造原価 （ 10,480,000 ）

合　計 （ 13,680,000 ）
期末製品棚卸高 （ 2,620,000 ）

差　引 （ 11,060,000 ）
原価差異

第１工程
予算差異 （ 20,000 ）
操業度差異 （ 1,150,000 ）

小　計 170,000
第２工程

予算差異 （ 11,010,000 ）
操業度差異 （ 1,160,000 ）

小　計 170,000
差異合計 340,000 （ 11,400,000 ）

売上総利益 （ 10,700,000 ）
販売費・一般管理費 （ 16,280,000 ）

営業利益 （ 14,420,000 ）

損益計算書（直接原価計算） （単位：円）
売 上 高 （ 22,100,000 ）
変動売上原価

期首製品棚卸高 （ 12,042,500 ）
当期製品製造原価 （ 16,570,000 ）

合　計 （ 18,612,500 ）
期末製品棚卸高 （ 11,642,500 ）

差　引 （ 16,970,000 ）
変動原価差異

第１工程 20,000
第２工程 0

差異合計 20,000 （ 16,990,000 ）
変動製造マージン （ 15,110,000 ）

変動販売費 （ 11,360,000 ）
貢献利益 （ 13,750,000 ）

固 定 費
第１工程加工費 （ 2,700,000 ）
第２工程加工費 （ 1,450,000 ）
販 売 費 （ 1,800,000 ）
一般管理費 （ 3,120,000 ） （ 19,070,000 ）

営業利益 （ 14,680,000 ）

固 定 費 調 整 （単位：円）
直接原価計算の営業利益 （ 114,680,000 ）
加算項目

期末仕掛品固定費
第１工程 （ 1,300,000 ）
第２工程 （ 11,380,000 ）

期末製品固定費 （ 11,977,500 ） （ 111,657,500 ）
控除項目

期首仕掛品固定費
第１工程 （ 11,150,000 ）
第２工程 （ 1,610,000 ）

期首製品固定費 （ 11,157,500 ） （ 111,917,500 ）
全部原価計算の営業利益 （ 14,420,000 ）

直接原価計算Ⅵ

標準解答時間 45分 問題 P.64 解答・解説 P.251
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（注１）［ ］内には不利差異であれば「－」、有利差異であれば「＋」を明示すること。

（注２）販売量差異は計画販売量と実際販売量の差に製品Ｈ１個あたりの予算貢献利益を乗じて計算すること。

直接原価計算Ⅶ

問 1 予算損益計算書の作成（単位：円）

予　算　損　益　計　算　書

Ⅰ. 売　　上　　高 （ 240,000,000）

Ⅱ. 標 準 変 動 費

売 上 原 価 （ 102,000,000）

販　売　費 （ 012,000,000）

標準変動費計 （ 114,000,000）

貢 献 利 益 （ 126,000,000）

Ⅲ. 固　　定　　費

製造間接費 （ 021,600,000）

販　売　費 （ 008,600,000）

一般管理費 （ 009,400,000）

固 定 費 計 （ 039,600,000）

予算営業利益 （ 086,400,000）

問 3 営業利益差異分析表の作成（単位：円）

営　業　利　益　差　異　分　析　表

1. 予 算 営 業 利 益 …………………………………………………………………………（ 86,400,000）

2. 販 売 活 動 差 異

販　売　価　格　差　異　 ………………………（［－］ 2,340,000）

販 　 売 　 量 　 差 　 異　 ………………………（［－］ 3,150,000）

変 動 販 売 費 予 算 差 異　 ………………………（［－］ 1,170,000）

固 定 販 売 費 予 算 差 異　 ………………………（［－］ 0,120,000）

販 売 活 動 差 異 計 ……………………………………………………………（［－］ 6,780,000）

3. 製 造 活 動 差 異

材 料 消 費 価 格 差 異　 ………………………（［＋］ 0,597,000）

材 料 消 費 数 量 差 異　 ………………………（［－］ 0,100,000）

労　働　賃　率　差　異　 ………………………（［－］ 0,285,360）

労　働　時　間　差　異　 ………………………（［－］ 0,072,000）

変動製造間接費予算差異　 ………………………（［＋］ 0,028,000）

変動製造間接費能率差異　 ………………………（［－］ 0,048,000）

固定製造間接費予算差異　 ………………………（［－］ 0,058,000）

製 造 活 動 差 異 計 ……………………………………………………………（［＋］ 61,640）

4. 一般管理活動差異 …………………………………………………………………………（［＋］ 30,000）

5. 実 績 営 業 利 益 …………………………………………………………………………（ 79,711,640）

問 4 販売量差異の分析（単位：円）

市 場 総 需 要 量 差 異　 ………………………（［ ］ 7,875,000）

市 場 占 拠 率 差 異　 ………………………（［ ］ 4,725,000）

問 2 実績損益計算書の作成（単位：円）

実　績　損　益　計　算　書

Ⅰ. 売　　上　　高 （ 231,660,000）

Ⅱ. 標 準 変 動 費

売 上 原 価 （ 99,450,000）

販　売　費 （ 11,700,000）

標準変動費計 （ 111,150,000）

標準貢献利益 （ 120,510,000）

Ⅲ. 標準変動費差異 （［－］1,050,360）

実績貢献利益 （ 119,459,640）

Ⅳ. 固　　定　　費

製造間接費 （ 21,658,000）

販　売　費 （ 08,720,000）

一般管理費 （ 09,370,000）

固 定 費 計 （ 039,748,000）

実績営業利益 （ 079,711,640）

標準解答時間 45分 問題 P.66 解答・解説 P.255
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問 1 予算営業利益

円

問 2 損益分岐点における各製品の販売量

製　品　Ａ　　　　　　 製　品　Ｂ

台 台

問 3 予算販売量および予算営業利益

製　品　Ａ　　　　　　 製　品　Ｂ　　　　　 予算営業利益

台 台　 円

問 4 予算販売量および予算営業利益

製　品　Ａ　　　　　　 製　品　Ｂ　　　　　 予算営業利益

台　 台　 円

問 5 予算販売量および予算営業利益

製　品　Ａ　　　　　　 製　品　Ｂ　　　　　 予算営業利益

台　 台 円

直接原価計算Ⅷ

標準解答時間 30分 問題 P.67 解答・解説 P.258
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直接原価計算Ⅸ

第 1 問

問１　Ｋ社の月間の損益分岐点の売上高＝ 万円

問２　税引前の営業利益が、
売上高の10％になる売上高　　 ＝ 万円

問３　目標利益を達成する売上高　　 ＝ 万円

第 2 問

問１　月間の最適セールス・ミックスは、

X１を 個、X２を 個生産・販売する組合せである。

問２　税引前の月間営業利益＝ 万円

問３　X２１個あたりの貢献利益が 円より少なくなれば、最適セールス・ミックスは変化する。

第 3 問

問１　

製品Ｈ 個　　　　　製品Ｔ 個　　　　　製品Ｋ 個

問２　

製品Ｈ 個　　　　　製品Ｔ 個　　　　　製品Ｋ 個

問３　

製品Ｈ 円　　　　　製品Ｔ 円　　　　　製品Ｋ 円

問４　

製品Ｈ 個　　　　　製品Ｔ 個　　　　　製品Ｋ 個

年　間　営　業　利　益 円

200

標準解答時間 30分 問題 P.68 解答・解説 P.261
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第 1 問

問１　変動加工費率＝（ 1,300 ）円/時

固定加工費＝（ 850 ）万円

問２ 予算原案の予定損益計算書

問３ 改訂案の予定損益計算書

第 2 問

問１　損益分岐点の販売量

ＳＴ製品＝ 台 ＤＸ製品＝ 台

問２　目標営業利益を獲得する販売量

ＳＴ製品＝ 台 ＤＸ製品＝ 台

第 3 問

問１　最適セールス・ミックス

ＳＴ製品＝ 台 ＤＸ製品＝ 台

問２　条件変更後の最適セールス・ミックス

ＳＴ製品＝ 台 ＤＸ製品＝ 台

直接原価計算Ⅹ

製品品種

計画販売量（個）

製品単位あたり
貢献利益（円）

貢献利益（万円）

差引：固定費

固定加工費（万円）

固定販管費（万円）

予算営業利益（万円）

10,000

（ ）

（ ）

（ ）

（ ） （ ）

（ ）

（ ）

合計

4,440

850

1,330

2,260

Ｂ

4,000

1,800

720

Ａ

360

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

Ｃ

9,000

2,400

2,160

Ｄ

12,000

1,000

1,200

製品品種

計画販売量（個）

製品単位あたり
貢献利益（円）

貢献利益（万円）

差引：固定費

固定加工費（万円）

固定販管費（万円）

予算営業利益（万円）

差引：予算原案の営業利益（万円）

改訂による営業利益の増加額（万円）

Ａ

（ ）

（ ）

（ ）

Ｂ

（ ）

（ ）

（ ） （ ）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）

合計

4,690

850

1,330

2,510

2,260

250

Ｃ

（ ）

（ ）

（ ）

Ｄ

（ ）

（ ）

（ ）

標準解答時間 45分 問題 P.70 解答・解説 P.265
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第 1 問

問１

問２

問３　（注） 計算上端数が生じた場合は、小数点第１位を四捨五入しなさい。

第 2 問

部品Ｓの１個あたり内部振替価格　 円

直接原価計算

Ａ 事 業 部

（ 17,100 ）

（ 17,100 ）（ 53,100 ）

（ 16,620 ）

（ 1,800 ）（ 18,420 ）

（ 34,680 ）

（ 13,000 ）

（ 21,680 ）

（ 7,775 ）

（ 13,905 ）

（ 2,000 ）

（ 2,400 ）

（ 1,225 ）（ 5,625 ）

（ 8,280 ）

Ｃ 事 業 部

（ 120,000 ）

（ 40,300 ）

（ 4,500 ）（ 44,800 ）

（ 75,200 ）

（ 22,000 ）

（ 53,200 ）

（ 19,950 ）

（ 33,250 ）

（ 3,000 ）

（ 3,600 ）

（ 2,550 ）（ 9,150 ）

（ 24,100 ）

名　　　　　称 比率または金額

事業部別予算損益計算書 （単位：千円）

１. 売上高

（1）外部市場への外部販売高

（2）Ｃ事業部への内部販売高

２. 標準変動費

（1）変動製造原価

（2）変動販売費

差引：貢献利益

３. 管理可能事業部固定費

差引：管理可能営業利益

４. 管理可能投資額に対する資本コスト

差引：税引前管理可能残余利益

５. 管理不能事業部関連費

（1）管理不能事業部固定費

（2）本部費用および事業部共通費

（3）管理不能投資額に対する資本コスト

差引：税引前純残余利益

比　　　率　 %

金　　　額　 千円

Ａ事業部からＣ事業部への内部振替価格は、１個あたり 円である。

標準解答時間 30分 問題 P.72 解答・解説 P.269
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直接原価計算

問１

①　市価差引基準 円

②　全部原価基準 円

③　変動費基準 円

問２

事業部損益計算書 （単位：円）

Ａ事業部 Ｂ事業部 Ｃ事業部

売　　上　　高

外部の顧客に対する売上高 （ ） （ ） （ ）

他事業部への内部振替高 （ ） （ ） （ ）

計 （ ） （ ） （ ）

変　　動　　費

自事業部製品の変動製造費 （ ） （ ） （ ）

他事業部からの内部振替高 （ ） （ ） （ ）

変動販売費 （ ） （ ） （ ）

貢献利益 （ ） （ ） （ ）

管理可能固定費

固定製造費 （ ） （ ） （ ）

管理可能事業部固定費 （ ） （ ） （ ）

管理可能営業利益 （ ） （ ） （ ）

管理可能投資額に対する資本コスト （ ） （ ） （ ）

税引前管理可能残余利益 （ ） （ ） （ ）

問３

Ａ事業部 ％

Ｂ事業部 ％

Ｃ事業部 ％

問４

ア

イ

ウ

エ

標準解答時間 30分 問題 P.74 解答・解説 P.271
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第 1 問

問１　Ａ案のほうが、Ｂ案よりも原価が 円　　　　ので、Ａ案のほうが　　　　である。

問２　部品Ｏの年間必要量が 個以上ならば、 のほうが有利である。

（注） の中には計算した数値を記入し、不要な文字を二重線で抹消しなさい。

第 2 問

問１　

a ＝ b ＝

問２　

Ｐ－１案のほうが、Ｐ－２案よりも原価が 円　　　　　 ので、Ｐ－１案のほうが　

である。（不要な文字を消し必要な文字に○印をつけなさい。）

問３　

部品Ｏの月間必要量が 個以上ならば、 のほうが有利である。（不

要な文字を消し必要な文字に○印をつけなさい。）

問４　

Ｐ－１案のほうが、Ｐ－３案よりも原価が 円 ので、Ｐ－１案のほうが　

である。（不要な文字を消し必要な文字に○印をつけなさい。）

業務的意思決定Ⅰ

高　い

低　い

不　利

有　利

Ａ　案

Ｂ　案

高　い

低　い

Ｐ－１案

Ｐ－２案

有　利

不　利

有　利

不　利

高　い

低　い

標準解答時間 45分 問題 P.76 解答・解説 P.275

業務的意思決定Ⅱ

標準解答時間 30分 問題 P.78 解答・解説 P.277

問１　第３製造部の製造間接費の原価分解

（1） 製品１組あたりの変動製造間接費＝ 万円

（2） 月 間 の 固 定 製 造 間 接 費＝ 万円

問２　第３製造部長の６ヵ月間の給料総額＝ 万円

54
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問３

（1） 次期６ヵ月間の生産量が 組より多ければ、

（2） 次期６ヵ月間の生産量が 組より少なければ、

（3） 次期６ヵ月間の生産量が 組に等しければ、

問４

（1） 外部倉庫の賃借料節約額は、内製というコース選択にとっては〔 ⑤ 〕であるといえる。

（2） 次期６ヵ月間の生産量が 組より多ければ、

内製

購入

内製、購入のどちらでもよい。

が有利である。

内製

購入

内製、購入のどちらでもよい。

が有利である。

内製

購入

内製、購入のどちらでもよい。

が有利である。

内製

購入

内製、購入のどちらでもよい。

が有利である。

業務的意思決定Ⅲ

第 1 問

問１

（ｲ） （ﾛ） （ﾊ）

問２　解答にあたっては、 内には金額を、 内は不要な文章を二重線で消しなさい。

多　い　　　　　　　　　 引き受けるべきである。
新規注文を引き受けた場合、営業利益が 千円 ので、新規注文を

少ない　　　　　　　　　 引き受けるべきでない。

第 2 問

差額損失　　　　　　　　　　　　　　　 受けるべきでない。
注文を受けると総額で 円の　　　　 となるのでＫ工業㈱からの注文を

差額利益　　　　　　　 受けるべきである。

不要な語句は　　　で消しなさい。

5,550

標準解答時間 45分 問題 P.80 解答・解説 P.279
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業務的意思決定Ⅳ

第 1 問

甲　　　　 案 乙 案 丙 案 丁 案

差　額　収　益 0   円 （ 1,040,000 ）円 （ 1,040,000 ）円 （ 1,040,000 ）円

差　額　原　価

変動製造原価 （ 860,000 ）円 （ 430,000 ）円 （ ― ）円

割増残業手当

第 １ 工 程 （ 20,000 ）円 （ ）円 （ ― ）円

第 ２ 工 程 （ 22,500 ）円 （ ）円 （ ）円

追 加 固 定 費 （ 25,000 ）円 （ ）円 （ ）円

仕 入 代 価 （ ）円 （ 540,000 ）円 （ 984,000 ）円

仕 入 諸 掛 （ ）円 （ 10,000 ）円 （ 20,000 ）円

変 動 販 売 費 （ 60,000 ）円 （ 60,000 ）円 （ 60,000 ）円

差額原価合計 0   円 （ 987,500 ）円 （ 1,040,000 ）円 （ 1,064,000 ）円

差　額　利　益 0   円 （ 52,500 ）円 （ 0 ）円 （ △　 24,000 ）円

（注）差額利益がマイナスの場合には、金額の前に「△」をつけること。

結論： 内に適切な語句を記入しなさい。

上記計算の結果、増加利益が一番大きいのは、 案である。他の条件を考慮する必要がなければ

案を採用するのが最も有利である。

第 2 問

×××
※　 内には金額を、 には、不要な文字を　　　　線で消しなさい。

×××

増加
新規注文を引き受けることにより利益が 円 する。

減少

ある。
よって新規注文を引き受けるべきで

ない。

標準解答時間 45分 問題 P.82 解答・解説 P.281
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答
用
紙

6060

第 1 問

※ 差額欄は、追加加工する場合－追加加工しない場合＝差額で記入しなさい。なお、（ ）内および

×××
の中には金額を、 には不要な文字を　　　　線で消しなさい。

×××

追加加工する場合　　　追加加工しない場合　　　差　　　　　　　　額

売　上　高

製品Ｈ ――― （ 200,000,000円）
（ 138,203,000円）

製品Ｋおよび副産物 （ 238,203,000円） ―――

総　原　価

製造原価 （ 190,560,000円） （ 165,200,000円）
（ 139,467,000円）

販売管理費 （ 131,967,000円） （ 117,860,000円）

営 業 利 益 （ 115,676,000円） （ 116,940,000円） （ 111,264,000円）

増加　　　　　　　　　　 すべきである。
よって追加加工することにより利益が 円 するため、追加加工

減少　　　　　　　　　　 すべきでない。

第 2 問

問１・２については の中には金額を、 には不要なものを　　　　で消しなさい。

問１

製品Ａは　　　　が 円のため、製造販売を　　　　 すべきである。

製品Ｃは　　　　が 円のため、製造販売を　　　　 すべきである。

問２

差額利益が 円増加するので、 を追加販売すべきである。

業務的意思決定Ⅴ

利　益

損　失

継　続

中　止

利　益

損　失

継　続

中　止

製品Ａ

製品Ｂ

製品Ｃ

×××

×××

標準解答時間 30分 問題 P.84 解答・解説 P.284
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問１

経済的発注量 個

年 間 発 注 費 円

年 間 保 管 費 円

問２

経済的発注量 個

問３

年 間 発 注 費 円

年 間 保 管 費 円

材 料 値 引 額 円

結論：この数量値引を

※上記カッコ内の文章は、不要なものを二重線で抹消すること。

業務的意思決定Ⅵ

受けるべきである。

断るべきである。

受ける・断るのどちらともいえない。

標準解答時間 20分 問題 P.86 解答・解説 P.285
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標準解答時間 30分 問題 P.88 解答・解説 P.287

解
答
用
紙

62

第 1 問 ※　回収期間は小数点未満第 3 位を切り上げなさい。

問１　回 収 期 間　 年

問２　回 収 期 間　 年

第 2 問

問１　正味現在価値　 万円

問２　※ 収益性指数および内部利益率は、小数点未満第 3 位を四捨五入し、割引回収期間は、小数点未満第 3 位を

切り上げなさい。

正味現在価値　 万円

収 益 性 指 数　

内 部 利 益 率　 ％

割引回収期間　 年

問３　※　不要な文字を二重線で消しなさい。

有　利
この投資は な投資である。

不　利　　　

ｎ＼ｒ

１

２

３

4

計

10％

0.909

0.826

0.751

0.683

3.169

11％

0.901

0.812

0.731

0.659

3.103

12％

0.893

0.797

0.712

0.636

3.038

13％

0.885

0.783

0.693

0.613

2.974

14％

0.877

0.769

0.675

0.592

2.913

15％

0.870

0.756

0.658

0.572

2.856

16％

0.862

0.743

0.641

0.552

2.798

17％

0.855

0.731

0.624

0.534

2.744

18％

0.847

0.718

0.609

0.516

2.690

19％

0.840

0.706

0.593

0.499

2.638

20％

0.833

0.694

0.579

0.482

2.588

現　価　係　数　表

第 3 問 ※　単純投下資本利益率は、小数点未満第 3 位を四捨五入しなさい。

問　当初投資額を使用した場合の単純投下資本利益率　 ％

構造的意思決定Ⅰ
60
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標準解答時間 30分 問題 P.89 解答・解説 P.290

63

（注）キャッシュ・アウトフローには、金額の前に「－」を付すこと。また、差額キャッシュ・フローは、現

在使用している設備をそのまま使用する案（現状維持案：Ｂ案）を基準に計算すること。

Ａ案
【結論】 のほうが有利であるため、採用すべきである。（不要な文字を二重線で消しなさい）

Ｂ案

現在時点 第１年末 第２年末 第３年末 正味現在価値

Ａ　案 －40,000,000円 －22,200,000円 －22,200,000円 －18,200,000円 － 92,201,760円

Ｂ　案 －28,000,000円 －32,000,000円 －32,000,000円 －22,000,000円 －100,064,600円

差額キャッシュ・フロー －12,000,000円 9,800,000円 9,800,000円 3,800,000円 7,862,840円

構造的意思決定Ⅲ

標準解答時間 20分 問題 P.90 解答・解説 P.292

62

下記の（ ）内には、現金流入額であれば＋を、現金流出額であれば－の記号を記入しなさい。

問１ 年々のキャッシュ・フロー

設備投資Ａ案　 万円 万円 万円 万円

設備投資Ｂ案　 万円 万円 万円 万円

問２

正味現在価値　 万円 万円

内部利益率　 ％ ％

収益性指数　

【現価係数表】

6.789 → 6.79

111134.5％ → 35％

325325123.4万円→123万円

（ ）（ ）（ ）（ ）

（ ）（ ）（ ）（ ）

T０ T１ T２ T３

設 備 投 資 A 案 設 備 投 資 B 案例；設備投資G案

ｎ＼ｒ

１
２
３
計

８％

0.9259
0.8573
0.7938
2.5770

９％

0.9174
0.8417
0.7722
2.5313

10％

0.9091
0.8264
0.7513
2.4868

11％

0.9009
0.8116
0.7312
2.4437

12％

0.8929
0.7972
0.7118
2.4019

13％

0.8850
0.7831
0.6931
2.3612

14％

0.8772
0.7695
0.6750
2.3217

15％

0.8696
0.7561
0.6575
2.2832

16％

0.8621
0.7432
0.6407
2.2460

構造的意思決定Ⅱ
61
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標準解答時間 30分 問題 P.91 解答・解説 P.293

解
答
用
紙

64

第 1 問 カッコ内には＋または－の符号を付すこと。

１．Ａ案の減価償却費　　　　　　　　　　　　　　　　 円

２．Ａ案の年間税引後現金支出額　　　　　　　　　　　 円

３．Ｂ案の設備を売却しないために逸する法人税節税額　 円

４．Ｂ案の最終年度における売却損の法人税節税額　　　 円

５．Ａ案の正味現在価値　　　　　　　　　　　　　　　 円

Ｂ案の正味現在価値　　　　　　　　　　　　　　　 円

結論：したがって、新設備（Ａ案）に取り替える
べきである。

べきでない。

（注） 不要な文字を二重線で消しなさい。

第 2 問

投資案Ｚの内部投資利益率　 ％

したがって、このＺ案を　
採用すべきである。

（注） 不要な文字を二重線で消しなさい。
採用すべきでない。

［第１問および第２問の付属資料］３年後の現価係数および年金現価係数

14.4

（ ） 102,772,480

（ ） 93,105,540

資本コスト率10％

資本コスト率11％

資本コスト率12％

資本コスト率13％

資本コスト率14％

資本コスト率15％

資本コスト率16％

年金現価係数

2.4869

2.4437

2.4018

2.3612

2.3216

2.2832

2.2459

現 価 係 数

0.7513

0.7312

0.7118

0.6931

0.6750

0.6575

0.6407

構造的意思決定Ⅳ
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標準解答時間 45分 問題 P.92 解答・解説 P.295

65

問１

問２

問３

問４

問５

問６

第 2 問

問１

％

問２

甲Ⅰ型設備の減価償却による法人税影響額　 円

乙Ⅰ型設備の減価償却による法人税影響額　 円

問３

円

問４

円

問５

現時点　 円

１年度　 円

２年度　 円

３年度　 円

４年度　 円

問６

乙Ⅰ型設備を導入した方が 円　
有利なので取替えるべきである。

不利なので取替えるべきでない。

注：　　　　内の適切と思われる方に○を付けること。

14.4

円

円

円

円

年

円

第 1 問

構造的意思決定Ⅴ
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標準解答時間 45分 問題 P.94 解答・解説 P.302

解
答
用
紙

66

第 1 問

の中には計算した金額を記入し、 内は、いずれか不要の文字を二重線で抹消しなさい。

問 1

（1） 第１年度の年間純現金流入額　　　　 万円

（2） 第１年度の税引後年間純現金流入額　 万円

（3） 税引後純現金流入額の現在価値合計　 万円

（4） 回収することが
できる。

できない。

回収できる場合に投資額を上回る金額　 万円

問 2 損益分岐点の年間の製造・販売量　 個

問 3

（1） 年

（2）
Ｈ社製

の設備のほうが
Ｈ社製

よりも 万円有利である。
Ｋ社製 Ｋ社製

第 2 問

問 1 Ａ社の投資資金の税引後加重平均資本コスト率　 ％

問 2 Ｙ機械のほうが有利となる年間稼働現金支出費用は、 万円以下である。

構造的意思決定Ⅵ
65
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標準解答時間 25分 問題 P.96 解答・解説 P.306

67

（注） 下記 の中に、適切な数字を記入しなさい。なお、正味現在価値の（ ）の内に、プラスまたはマイナ

スの符号を記入しなさい。また、各問の（2）および（3）においては、不要な文字または文章を二重線で消しなさい。

問１

（1）Ｈ社製設備の正味現在価値　 万円

Ｋ社製設備の正味現在価値　 万円

（2）年間の生産販売量が 個以上であれば、
Ｈ社製設備

が有利である。
Ｋ社製設備

（3）新設備を導入する場合には、
Ｈ社製設備

が有利である。
Ｋ社製設備

問２

（1）現有設備の正味現在価値 万円

Ｈ社製設備

（2）現有設備の正味現在価値と　
Ｈ社製設備

の正味現在価値を比較すると、 Ｋ社製設備 のほうが
Ｋ社製設備

現 有 設 備

Ｈ社製設備に取り替えるべきである。

万円大きく有利である。よって、 Ｋ社製設備に取り替えるべきである。

現有設備を継続使用すべきである。

（ ）

（ ）

（ ）

構造的意思決定Ⅶ
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標準解答時間 45分 問題 P.98 解答・解説 P.309

解
答
用
紙

68

構造的意思決定Ⅷ

問１　加重平均資本コスト率　 ％

問２　正 味 現 在 価 値 円

（注） カッコ内には、「＋」または「－」の記号を記入しなさい。

（＋） 20,502,208

戦略的原価計算Ⅰ

2,400

3,250

1,400

3,000.0

4,062.5

1,750.0

2,385

2,920

4,100

問１　伝統的全部原価計算による製品単位あたり総原価 Ｘ＝　　　　　　　　　　 円

Ｙ＝　　　　　　　　　　 円

Ｚ＝　　　　　　　　　　 円

問２　目標販売単価 Ｘ＝　　　　　　　　　　 円

Ｙ＝　　　　　　　　　　 円

Ｚ＝　　　　　　　　　　 円

問３　活動基準原価計算による製品単位あたり総原価 Ｘ＝　　　　　　　　　　 円

Ｙ＝　　　　　　　　　　 円

Ｚ＝　　　　　　　　　　 円

問４ ①＝　　 1,350,000 円

②＝　

③＝　　　 30,000 円

④＝　　 1,320,000 円

⑤＝　　　

⑥＝　　　　　 ０ 円

標準解答時間 30分 問題 P.100 解答・解説 P.311

68

67
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標準解答時間 30分 問題 P.102 解答・解説 P.314

69

戦略的原価計算Ⅱ

第 1 問

①　 コスト…………………　　　　　　　　　　　　万円

②　 コスト…………………　　　　　　　　　　　　万円

③　 コスト…………………　　　　　　　　　　　　万円

④　 コスト…………………　　　　　　　　　　　　万円

第 2 問

問１　時間価値を無視した場合のライフサイクル利益　 円

問２　正味現在価値　 円

（注） カッコ内には、「＋」または「－」の記号を記入しなさい。

（＋） 1,316,542.6

69
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70

第 1 問

問１

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

Ａ車　

Ｂ車　 回 回 回 回

Ｃ車　 回 回 回 回

問２

ト ー タ ル ・ コ ス ト が 、 Ａ 車 で は 円 、 Ｂ 車 で は 円 、 Ｃ 車 で は

円であるため 車を購入すべきである。

問３

トータル・コストの現在価値が、Ａ車では 円、Ｂ車では 円、Ｃ車では

円であるため 車を購入すべきである。

第 2 問

（単位：千円）

第１案 第２案 第３案

ラ イ フ サ イ ク ル 収 益　　　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

ライフサイクル・コスト

研 究 開 発 費　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

設　　　　計　　　　費　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

製 造 原 価　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

マーケティングコスト　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

流 通 コ ス ト　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

顧 客 サ ー ビ ス コ ス ト　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

合　　　　　計　　　　　　 4,731,000 （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

ラ イ フ サ イ ク ル 利 益　　　　　（ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ） （ 4,800,000 ）

３　　回４　　回４　　回４　　回

戦略的原価計算Ⅲ

標準解答時間 30分 問題 P.103 解答・解説 P.316

70
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71

① ＝

② ＝

③ ＝ 万円

④ ＝

⑤ ＝

⑥ ＝ 万円1,10

1,10

戦略的原価計算Ⅳ

標準解答時間 10分 問題 P.104 解答・解説 P.319

ａ（品 質 適 合 コ ス ト）

ｂ（品質不適合コスト）

ｃ（予 防 原 価）……… 万円

ｄ（評 価 原 価）……… 万円

ｅ（内 部 失 敗 原 価）……… 万円

ｆ（外 部 失 敗 原 価）……… 万円

ｇ（ 15,500 ）

ｈ（ 14,250 ）

ｉ（ 18,750 ）

7,400

7,40

7,400

7,400

戦略的原価計算Ⅴ
72

標準解答時間 30分 問題 P.105 解答・解説 P.320

71
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戦略的原価計算Ⅵ

第 1 問

①　 ②　 ③　 ④　

⑤　 万円　　⑥　 万円　　⑦　 万円　　⑧　 万円

⑨　 万円　　⑩　 ⑪　

第 2 問

問１

目標製造原価　 円　　成行製造原価　 円　　製造原価削減目標額　 円

問２

［付属資料］比較計算表（単位：円）

当社ではパソコンの製造・販売をしていることから、ＣＰＵ、メモリ、ハードディスク、キーボードおよびディスプレイを

部品別に分析している。また、比較計算表の「目標製造原価」欄の「％」は、製品特性に構成部品がどの程度貢献するのかと

いう貢献度の割合を表し、「成行製造原価」欄の「％」は、部品別の構成率を表している。

さらに「目標製造原価」欄の「％」についての説明は次のとおりである。

顧客にアンケートを実施した結果、顧客が求めるパソコンの特性として、主に「処理速度が速い」、「ハードディスクの容量

が大きい」、「軽さ」などの結果が得られたとする。そこで、各構成部品が顧客の要求するパソコンの特性に対してどの程度貢

献しているのか、貢献度を明らかにする。仮にＣＰＵは、処理速度、ハードディスクの容量、軽さと関係があると判断され、

処理速度に22.5％、ハードディスクの容量に7.5％、軽さに2.5％貢献すると判明し、製品特性全体に対し32.5％貢献することが

明らかとなる。

したがって、このパソコンの目標製造原価が？円であるから、ＣＰＵはその32.5％で製造すべきであると考えることができる。
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標準解答時間 45分 問題 P.106 解答・解説 P.322

（1） 金額的に大きく削減すべきは であり、次いで さらに

の順序で検討しなければならない。

（2） は、むしろ原価を 円増加させて機能を改善し、他社の製品との差別化を

はかる余地がある。

（3） この新製品の価値は成行製造原価の ％しかなく、成行製造原価を ％削減しなければな

あらない。
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（注）価値指数＝
目標製造原価

成行製造原価

なお、価値指数の計算上、％

未満の端数は四捨五入しなさい。
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